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少年少女発明クラブ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈 畑 中 公 民 館 〉 

〇 開 設 の 趣 旨   昭和６３年に発明協会の承認を得て発足した新座市少年少女発明ク

ラブの会員による年間を通じての活動で、内容は科学的な興味と関心

を探求できる工作活動を主に毎月１回、テーマを決めて実施した。 

〇期 間   平成３１年４月６日～令和２年２月８日 各土曜日（計１３回）  

（計２８時間） 

〇対 象 ・ 定 員  市内在住の小学生・１６人 

〇参 加 者  １６人 参加延べ人数 １６０人 

〇講 師  発明クラブ指導員 横山 仁 外６人 

〇事 業 内 容  

回 月 日 時 間 内 容 

１  ４月 ６日（土） 午前１０時～正午 開講式・オリエンテーション 

２  ５月１１日（土） 午前１０時～正午 紙を使った工作 

３  ６月 ８日（土） 午前１０時～正午 プラスチッククラフトを楽しもう 

４  ６月２２日（土） 午前１０時～正午 木工作Ⅰ（基本工作の基礎） 

５  ７月１３日（土） 午前１０時～正午 ペットボトル風車作り 

６  ７月２０日（土） 
午前１０時～正午 ペットボトルロケット作り 

午後 ２時～４時 ペットボトルロケット実射 

７  ８月 ３日（土） 午前１０時～正午 モーターを使った工作 

８  ９月１４日（土） 午前１０時～正午 ＬＥＤ工作 

９ １０月１２日（土） 午前１０時～正午 ストローヘリコプター作り 

１０ １１月 ９日（土） 午前１０時～正午 木工作Ⅱ（ペン立て作り） 

１１ １２月１４日（土） 午前１０時～正午 クリスマスケーキ作り 

１２  １月１８日（土） 午前１０時～正午 センサーと光の工作 

１３  ２月 ８日（土） 午前１０時～正午 パソコン講座アルゴロジック入門 

〇ま と め 

  ４月の開講から２月まで全１３回にわたり、毎月１回のペースで毎回異なるテーマで講

座を実施した。カッターを使った紙工作に始まり、のこぎり、かなづち、ドリル等を使っ

た木工作、ペットボトルを使った風車及びロケット作り、ストローを使ったヘリコプター

作り、またモーターを使った動く工作物の製作、ＬＥＤを使った工作を行った。様々な工

作物の製作を通じてその難しさや原理原則を学ぶとともに、創造性の向上に資することが

できたのではないか。１４回目に閉講式を行う日程だったが、新型コロナウイルス感染症

の拡大防止のため中止となった。 



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

絵本とおはなしクラブ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈 畑 中 公 民 館 〉 

○開 設 の 趣 旨   幼児や小学生を対象に季節に合わせた読み聞かせや紙芝居、手遊びを 

行い、読書の楽しさを伝える。 

〇期 間  ①令和元年６月２９日、②１２月２１日の土曜日（計２回） 

○時     間  午前１０時３０分～１１時３０分（計２時間） 

〇対 象 ・ 定 員  市内在住の幼児から小学生までの子どもと保護者・２０人 

〇参 加 者  ①５組１３人 ②１組３人 計６組１６人 

〇講 師  読み聞かせボランティアグループ絵本の会「四季」 

〇事 業 内 容  

回 月 日 内 容 

１ ６月２９日（土） 

○おはなし会と七夕かざり作り 

大型紙芝居「もみもみおいしゃさん」、大型絵本「ありとすい

か」「すみっこのおばけ」、歌、七夕の笹かざり作り 

２  １２月２１日（土） 

○クリスマスのおはなし会 

大型絵本「きょだいなきょだいな」「ふゆのよるのおくりもの」、

紙芝居「長ぐつをはいたネコ」、パネルシアター「星のクリス

マス号」、クリスマスソング、折紙でリース作り 

〇ま と め 

  今年度も昨年同様２回講座を開催した。２回とも絵本の会「四季」に単独で講師を依頼

した。 

  １回目は事前の申込み者は３組だったが、当日参加が２組あり５組の参加となった。前

半読み聞かせ、後半笹かざり作りだったが、飾りを「四季」の皆さんがあらかじめたくさ

ん作ってきてくれて、おみやげに持ち帰ってもらった。館で用意した笹を子ども一人に１

本ずつプレゼントした。２回目は事前の申込み者がなかったが、当日１組３人の親子が参

加してくれた。参加者を増やす工夫が必要と感じた。 
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サマースクール 

～アルゴロジック体験ゲーム～ 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊                                                 

〈 畑 中 公 民館 〉   

〇 開 設 の 趣 旨   Ｐ Ｃ の プ ロ グ ラ ミ ン グ の 基 本 と な る 倫 理 的 思 考 を ゲ ー

ム 感 覚 で 習得 す るた め の 課 題解 決 型ゲ ー ム を 体験 す る。  

〇 期 間  令 和元 年 ８月 ２ 日 （ 金曜 日 ）  

〇 時 間  午 前１ ０ 時～ 正 午 （ 計２ 時 間）  

〇 対 象 ・ 定 員  市 内 在 住 の小 学 ４ 年 生か ら ６年 生 ・ １ ６ 人  

〇 参 加 者  １ ２ 人  

〇 講 師  （ 一社 ） 電子 情 報 技 術産 業 協会  大 山  裕  

○ 事 業 内 容   ＰＣ を 使っ た ア ル ゴリ ズ ム体 験 ゲ ー ム「 ア ルゴロ ジ ッ ク 」 

         に 挑 戦 す る。  

〇 ま と め  

   自 動販 売 機ゲ ー ム と いう の もか ら 入 っ てい き 、正し い 順 番 でジ ュ ース を 買

う こ と が でき た 場合 、で き な い 場合 はど う な る のか を 確か め る ゲ ーム で ある 。

で き な い 場合 に は 、Ｕ Ｆ Ｏ や おじ い さん が 登 場 した り と 、子 ど も た ちは 楽 し

そ う だ っ た。  

ア ル ゴ ロ ジッ ク は 、入 門 編 か ら学 び 、色々 な 図 形 パタ ー ン問 題 を 解 いて い

く も の で ある 。途 中か ら 二 人 ずつ の チー ム を 作 り、問 題 をい く つ 解 ける かを

競 う ゲ ー ムを 行 った 。難 問 にな る ほ ど得 点 が 高 くな る もの で チ ー ムに よ って

だ い ぶ 差 がで き てし ま っ た 。  

   子 ども た ちは 、来 年 度か ら プ ログ ラ ミ ン グが 授 業に 入 っ て くる の で 、こ の

夏 休 み に よい 勉 強に な っ た ので は ない か 。  
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夏休み子ども講座 

～紙バンドで「ゾウキリン」のペン立てを作ろう～ 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

                            〈畑 中 公民 館〉   

〇 開 設 の 趣 旨   夏 休 み の 時 間 を 利 用 し て 紙 バ ン ド の 作 品 作 り を 体 験 す

る 。  

〇 期 間  令 和元 年 ８月 ２ ０ 日 （火 曜 日）  

〇 時 間  午 前１ ０ 時～ 正 午  （計 ２ 時間 ）  

〇 対 象 ・ 定 員  市 内 在 住 の小 学 ３ 年 生か ら ６年 生 ・ ２ ０人  

〇 参 加 者  ９ 人  

○ 参 加 費  ３ ００ 円 （材 料 費 ）  

〇 講 師  ク ラフ ト バン ド 認 定 講師  奥村  ひ ろ 美  

○ 事 業 内 容   紙バ ン ドで ゾ ウ キ リン 型 のペ ン 立 て を作 る 。  

〇 ま と め  

   講 座の 内 容を 練 る 中 で 、新 座 市の イ メ ー ジキ ャ ラク タ ー「 ゾ ウキ リ ン」の

ペ ン 立 て を紙 バ ンド で 作 る こと を 夏休 み の 子 ども 講 座と し て 企 画し た 。もっ

と 参 加 希 望が あ るか と 予 想 して い たが 、な か な か増 え なか っ た 。人 数が 足 り

な い 場 合 は小 １ 、小 ２ も 可 能と い うこ と で 参 加し て もら っ た 。  

   １ ３人 申 込 み が あ っ たが 、当 日４ 人 の キ ャン セ ルが あ り 、参加 者 は ９人 だ

っ た 。ア シ スタ ン トの 方 が ２ 人来 て 、一人 一 人 丁 寧に 教 えて も ら え たの で 全

員 が 上 手 に出 来 あ が り 、そ れ ぞ れ満足 し て 持 ち帰 っ た 。形 を 作 る ま では 、難

し い と こ ろも あ った が 、そ の 後の 飾 り付 け で は 、各自 の 工夫 を 活 か した 個 性

的 な ゾ ウ キリ ン が出 来 あ が った 。飾 り付 け に も う少 し 時間 が 欲 し かっ た よう

で 、 予 定 時刻 を オー バ ー し てし ま った 。  

   夏 休み 中 の企 画 と し ては 、内容的 に と て も充 実 して い た と 思う 。参加者 が

少 な か っ たの が 残念 だ っ た が、 日 程の 設 定 が 課題 か と思 う 。  
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大人の電気工作～センサーと光の工作～ 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

〈 畑 中 公 民 館 〉  

〇 開 設 の 趣 旨   大 人 も ＬＥ Ｄ を 使 った 電 気 工 作 を 楽 しむ 。  

〇 期 間  令 和元 年 ５月 １ ８ 日 （土 ）  

〇 時 間  午 前１ ０ 時 ～ 正 午  （計 ２ 時間 ）  

〇 対 象 ・ 定 員  市 内 在 住 又は 在 勤 の 高校 生 以上 の 方 ・ １６ 人  

〇 参 加 者  ９ 人  

○ 参 加 費  ５ ００ 円 （材 料 費 ）  

○ 講 師  越 谷総 合 技術 高 校 教 諭  横 田  一 弘  

〇 事 業 内 容   ＬＥ Ｄ を使 っ て 簡 単な 光 の実 験 装 置 を 製 作 する 。  

〇 ま と め 

昨 年 に 引 き続 き 大人 の 電 気 工作 は ２回 目 の 開 催と な った 。  

今 回 は 予 想よ り 女性 が 多 く 、学 生 の 参 加 も あ った 。  

 光 セ ン サー を 応用 し て 暗 くな る と光 る 電 子 回路 を 、電子 部 品 を はん だ 付け

し て 作 製 した 。夜にな っ て 、部 屋 の 電気を 消 す と ＬＥ Ｄ が光 る 仕 組 みで あ る 。 

 受 講 者 たち は ピン を 折 り 曲げ た り 裁 断 し た り 、ま た ハン ダ 付 け 等の 細 かな

作 業 に 手 間取 り なが ら も 全 員時 間 内に 完 成 し た。  

 受 講 者 か ら 工 作 講 座 を 増 や し て ほ し い 、 昨 年 行 わ れ た ３ 色 の フ ル カ ラ ー  

Ｌ Ｅ Ｄ を 光ら せ る装 置 を 作 りた い など 、 意 欲 的な 意 見を た く さ ん頂 い た。  
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草履取りから関白豊臣秀吉へ・・・ 

その権力と利休との対立  

＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

〈 畑 中 公 民 館 〉  

〇 開 設 の 趣 旨   最 高 の 人物 と な っ た関 白 秀吉 の 時 代 を学 ぶ 。  

〇 期 間  令 和元 年 ５月 ２ ４ 日 ～６ 月 １４ 日 ま で の毎 週 金曜 日  

（ 計 ４ 回 ）  

〇 時 間  午 前１ ０ 時～ 正 午  （計 ８ 時間 ）  

〇 対 象 ・ 定 員  市 内 在 住 又は 在 勤 の 方・ ５ ０人  

〇 参 加 者  ４ ７人  参加 延 べ 人 数１ ５ ２人  

〇 講 師  元 玉川 学 園女 子 短 期 大学 教 授  小 澤  富夫  

〇 事 業 内 容   

回  月  日  内  容  

１  ５ 月 ２ ４ 日（ 金 ） 豊 臣 秀 吉 の家 族 関係  

２  ５ 月 ３ １ 日（ 金 ） 秀 吉 の 戦 国統 一 の政 策  

３  ６ 月  ７ 日（ 金 ） 秀 吉 、 「 天下 」 への 道 程  

４  ６ 月 １ ４ 日（ 金 ） 織 田 信 長 と秀 吉 、黄 金 茶 室  

〇 ま と め 

教 科 書 で は学 ば ない 関 白 秀 吉の 時 代 を「 草 履 取 り 」か ら太 政 大 臣 関白 豊 臣

秀 吉 の 道 程…「 おも て な し」と「 利 休切 腹 」と題 し た 講師 作 成 の レジ ュ メを

使 用 し 、ひ も解 いて い っ た 。全４ 回で 実 施 し たが ４ 回で は 到 達 でき ず 、次 年

度 も 継 続 して 開 催す る こ と とな っ た。  

小 澤 講 師 の講 座 は本 市 他 公 民館 で も実 施 し て いる こ とか ら 、リピ ー タ ーも

多 数 い る ため 来 年度 も 同 様 の応 募 があ る と 思 われ る 。  
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＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

歴史講座 

～応仁の乱から戦国時代へ～  

＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

〈 畑 中 公 民 館 〉  

○ 開 設 の 趣 旨   日本 の 歴史 や 文 化 を学 び 、理 解 を 深 める 。  

○ 期 間  令 和元 年 ６月 １ ５ 日 ～７ 月 ６ 日 ま で の 毎週 土 曜日（ 計 ４ 回 ） 

○ 時 間  午 前 １ ０ 時～ 正 午 （ 計８ 時 間）   

○ 対 象 ・ 定 員  市 内 在 住 又は 在 勤 の 方・ ５ ０ 人            

○ 参 加 者  ４ ８ 人  参加 延 べ 人 数１ ４ ９ 人  

○ 講 師  国 文学 研 究者  棚 木  恵 子  

○ 事 業 内 容 

回  月  日  内   容  

１  ６ 月 １ ５ 日（ 土 ）  
応 仁 の 乱 が 起 こ る 前 か ら 戦 後 に か け て 、 関 東

の 地 は ど の よ う な 政 治 的 ・ 軍 事 的 状 況 に あ っ た

の か 。 関 東 管 領 ・ 太 田 道 灌 ・ 北 条 早 雲 な ど を 取

り 上 げ な がら 学 ぶ。  

２  ６ 月 ２ ２ 日（ 土 ）  

３  ６ 月 ２ ９ 日（ 土 ）  

４  ７ 月  ６ 日（ 土 ）  

〇 ま と め  

  今 回 もた く さん の 方 に 受講 し ても ら っ た。全 ４ 回全て 参 加 と いう 人 は多 く

な か っ た が、 梅 雨で 悪 天 候 の中 、 多く の 方 に 受講 し て頂 い た 。  

講 義 は 、鎌倉 公 方と の 対 立 、土 一 揆な ど の た めに 幕 府が 不 安 定 と な る 頃か

ら 入 り 、室町 時 代の 年 表 、足利 氏 略系 図 等 を 中心 に 人物 に つ い ての 詳 しい 解

説 が あ っ た。  

複 雑 な 時 代の 内 容だ っ た が、講 師 の話が わ か り やす く 楽し い と の 声が 多 く 、

次 年 度 も 内容 は 未定 だ が 開 催す る こと と な っ た。  
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＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

夏の料理教室 

～紫外線対策をして、体の内側から美肌作り～ 
＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

〈 畑 中 公 民 館 〉  

○ 開 設 の 趣 旨   夏の 日 差し に 負 け ない 美 肌作 り に 役 立つ 料 理を 作 る 。  

○ 期 間  令 和元 年 ７月 １ １ 日 （木 ）  

○ 時 間  午 前１ ０ 時～ 午 後 １ 時（ 計 ３時 間 ）   

○ 対 象 ・ 定 員  市 内在 住 又は 在 勤 の 方・ １ ６人            

○ 参 加 者  １ ６人   

○ 保     育   １ 人  

○ 参 加 費  ８ ００ 円 （材 料 代 ）  

○ 講 師  料 理研 究 家  鈴 木  香   

○ 事 業 内 容  ・ 温野 菜 サラ ダ （ 人 参と 胡 桃の ド レ ッ シン グ ）  

・ ミ ニ ト マト の 冷製 パ ス タ ・ 旬 魚 のア ク ア パ ッツ ァ                                          

〇 ま と め  

 定 員 を 上回 る 応募 が あ り 抽選 を 行っ た 。保 育 希望 者 は２ 人 だ っ たが キ ャン

セ ル が あ り、 結 局保 育 サ ポ ータ ー １人 幼 児 １ 人と な った 。  

 初 め に、メ ニュー の ３ 品 の作 り 方に つ い て 講師 か ら説 明 を 受 けた 。食材 の

栄 養 や 、そ の 効果を 高 め る 調理 法 など サ ブ タ イト ル にち な ん だ 話も あ り、皆

さ ん メ モ を取 り なが ら 又 、 質問 を しな が ら 熱 心に 聞 き入 っ て い た。  

 そ の 後、１ グルー プ ４ 人 で手 分 けし て ３ 品 の調 理 に取 り 組 ん だ。グルー プ

内 で 話 し 合い な がら 手 際 よ く作 業 を進 め 、３品 と も短 時 間 に 仕 上が っ た。ま

た 、講 師 か ら 盛りつ け の ア ドバ イ スを 受 け 、得 心 された 様 子 の 方も い た。グ

ル ー プ で 仕上 が り時 間 に 差 があ り 出来 た と こ ろか ら 試食 し た 。料 理の ボ リュ

ー ム も 満 点で 、おな か も 心 も十 二 分に 満 た さ れた 様 子 だ っ た 。ア ン ケート か

ら も 、 皆 さん 講 座内 容 に 満 足さ れ たよ う だ 。                                    
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＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

近年の気象災害とその対策 

～自分の命は自分で守る～ 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

〈 畑 中 公 民 館 〉  

○ 開 設 の 趣 旨     気 象 災 害 と 対 策 に つ い て 、 気 象 予 報 士 か ら 直 接 話 を 聞 く

こ と で 地 域住 民 の意 識 を 高 める 。  

○ 期 間  令 和元 年 ９月 ２ ７ 日 （金 ）  

○ 時 間  午 後１ 時 ～３ 時 （ 計 ２ 時 間 ）   

○ 対 象 ・ 定 員  市 内在 住 又は 在 勤 の 方・ ５ ０ 人            

○ 参 加 者  ３ ６人  

○ 講 師  気 象予 報 士・ 防 災 士  平 井  信 行    

○ 事 業 内 容   近 年 多 発 し て い る 気 象 災 害 か ら 身 を 守 る た め の 対 策 に つ

い て 学 ぶ 。  

 〇 ま と め              

   近 年、台 風や地 震 な ど によ る 被害 が 頻 発 して お り 、人 々 の 関 心も 高 いだ ろ

う と 考 え、気 象 予報 士・防災 士 の 平井 氏 に 講 師を 依 頼し た 。ＴＶ 出 演 して い

る キ ャ ス タ ー な の で 、 も っ と た く さ ん の 受 講 希 望 が あ る か と 思 っ て い た が 、

な か な か 希望 者 が増 え ず 苦 労し た 。興味 は あ る し 受 講 した い が 予 定が あ るの

で 参 加 で きな い とい う 方 も 多か っ た 。  

   講 師は 、話 術も 巧 で 、防 災に つ いて 分 か り やす く 今後 の 災 害 時の 行 動に 大

い に 参 考 とな る 内容 で あ っ た 。９ 月 の台 風 １ ５ 号に よ る千 葉 の 被 害状 況 につ

い て も 、講 師自 ら 現地 へ 赴 き 撮影 し てき た 写 真 を元 に 説明 も あ っ た 。他 人 事

で は な い 気象 災 害に つ い て 、皆さ ん 思い を 巡 ら せた よ うだ っ た 。事 前に 講 師

の 著 書 の 販売 に つい て の 申 し入 れ があ り 、出 版 社の 担 当者 が １ 人 来て 、準 備、

販 売 を 行 った 。  

      ア ンケ ー ト よ り、 受 講者 の 防 災 への 関 心の 高 さ と 本講 座 の内 容 に 満 足し  

た 様 子 が 伺え た 。受 講 者 の 人数 が 少な か っ た のが 残 念だ っ た 。  
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＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

蕎麦打ち講座 

～新そばを打って、旬を味わう～ 
＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

〈 畑 中 公 民 館 〉  

○ 開 設 の 趣 旨   新そ ば 粉収 穫 時 期 に合 わ せた そ ば 打 ちの 体 験を 通 し 、 地  

         域 住 民 の 交流 と 畑中 公 民 館 サー ク ルの 育 成 を 図る 。  

○ 期 間  令 和元 年 １０ 月 ２ ６ 日（ 土 ）  

○ 時 間  午 後１ 時 ～ ３ 時 ３ ０ 分（ 計 ２ .５ 時 間 ）   

○ 対 象 ・ 定 員  市 内 在 住 又は 在 勤 の 方・ １ ５人  

○ 参 加 者  １ ５人   

○ 参 加 費  １ ，０ ０ ０円 （ 材 料 代）  

○ 講 師  新 座手 打 ち蕎 麦 同 趣 会   

○ 事 業 内 容   講 師 陣 に よ る デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン の 後 に 実 習 を 行 い 、

試 食 す る 。  

〇 ま と め  

  当 館 で活 動 中の「 新 座 手打 ち 蕎麦同 趣 会 」に講 師 を依頼 し 開 催 して い る講

座 で 、今年 で １ ２回 目 と な った 。今年 は １ 日 で申 込 満杯 と な り、そ の 後の 希

望 者 を 断 るほ ど の人 気 だ っ た。当初 男性 の 申 込 みは ３ 人だ っ た が、２ 人の キ

ャ ン セ ル によ り 男性 の 参 加 は１ 人 とな っ た 。  

  １ テ ーブ ル ３人 に 講 師 １人 で 手際 よ く 作 業を 進 めた 。道 具一 式 全 て同趣 会

の 皆 さ ん のも の を貸 し て い ただ き 、 本 格 蕎 麦 打 ち を 体 験 す る こ と が で き た 。 

  作 業 中 、質 問し た り 、コ ツを 繰り 返 し 教 えて も らっ た り で きた の で、大 変

満 足 し て いる 様 子だ っ た 。ま た、か ぐわ し い 新 そば の 香り を 楽 し みな が らの

試 食 に 笑 顔が あ ふれ て い た 。  

  今 後 も 機 会 が あ っ た ら 是 非 参 加 し た い と の 感 想 が 多 く 寄 せ ら れ た 。 な お 、

同 趣 会 の 会員 数 は今 満 杯 と いう こ とで あ る 。  
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＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊

「今昔物語集」を読む～仏教説話にふれる～  

＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

〈 畑 中 公 民 館 〉  

〇 開 設 の 趣 旨   平 安 時 代 後 期 の 書 「 今 昔 物 語 集 」 を 読 み 、 先 人 の 思 想 を

学 び 、 現 代社 会 にど う 活 か す か を 考察 す る 。  

〇 期 間  令 和元 年 １１ 月 ５ 日 ～２ ６ 日ま で の 毎 週火 曜 日（ 計 ４ 回 ）  

〇 時 間  午 前１ ０ 時～ 正 午  （計 ８ 時間 ）  

〇 対 象 ・ 定 員  市 内 在 住 又は 在 勤 の 方・ ５ ０人  

〇 参 加 者  ４ ４ 人  参加 延 べ 人 数１ ４ ０ 人  

〇 講 師  学 習院 大 学講 師  林  東 洋  

〇 事 業 内 容   

回  月  日  内  容  

１  １ １ 月  ５ 日 （ 火） 

平 安 時 代 後 期 の 書 「 今 昔 物 語 集 」 の 中 か ら

４ 回 に 渡 り深 く 読 み 込 み 、文 脈の 解 説と 解 釈 、

そ の 考 察 を行 う 。  

２  １ １ 月 １ ２ 日 （ 火） 

３  １ １ 月 １ ９ 日 （ 火） 

４  １ １ 月 ２ ６ 日 （ 火） 

〇 ま と め 

  昨 年 に引 き 続き 、１ ００ ０ 話 以上あ る 今 昔 物語 集 の中 か ら い くつ か の話 を 、

講 師 が 用 意し た 古文 書 に て 解説 し てく れ た 。  

  第 １ 回は 、昨年 の ま と めか ら 入っ た の で 、今 回 初め て 参 加 の方 も 入り や す

か っ た よ うだ 。全部 で １ ０ 話の 話 を読 ん で い った が 、現 実 離 れ した 可 笑し い

話 が 多 か った 。  

  林 講 師の 講 義は 大 変 人 気が あ り、次 年 度 も 継続 し て全 ４ 回 の 講座 を 開催 す

る こ と に な っ た 。 内 容 に つ い て は 、 受 講 者 に ア ン ケ ー ト を 取 り 、「 日 本 事 物

誌 」 を 読 むこ と にな り そ う だ。  
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＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊

歌舞伎講座 

～見よう！知ろう！楽しもう！～ 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

〈 畑 中 公 民 館 〉  

〇 開 設 の 趣 旨   歌舞 伎 の歴 史 や 特 色、 芝 居見 物 の 楽 しみ 方 を学 ぶ 。  

〇 期 間  令 和元 年 ６月 ２ ０ 日、７ 月 ４日・１ ８日 の 木 曜日（ 計 ３ 回 ） 

〇 時 間  午 前 １ ０ 時 ～ 正 午 、 １ ８ 日 午 前 １ １ 時 ～ 午 後 １ 時 ３ ０ 分  

（ 計 ６ ． ５ 時 間 ）  

〇 対 象 ・ 定 員  市 内 在 住 又は 在 勤 の 方・ ５ ０人  

〇 参 加 者  ３ １人  参加 延 べ 人 数  ７ ３人  

〇 講 師  清 泉女 子 大学 講 師  武藤  純子  

〇 事 業 内 容   

回  月  日  内  容  

１  ６ 月 ２ ０ 日（ 木 ）  歌 舞 伎 の いろ は ～役 者 ・ 舞 台・ 種 類・ 約 束 事 ～  

２  ７ 月  ４ 日（ 木 ）  
「 車 引 」「 棒 しば り」の 解 説～ あ ら すじ・見 ど こ

ろ ～  

３  ７ 月 １ ８ 日（ 木 ）  
国 立 劇 場 にて 歌 舞伎 鑑 賞 教 室  

「 菅 原 伝 授手 習 鑑～ 車 引 ～」「棒 し ばり 」を 鑑賞  

〇 ま と め 

今 回 は 、歌舞 伎 鑑賞 教 室 を 交え て 全３ 回 の 構 成に し た。前 年 度 のア ン ケー

ト に 基 づ き、鑑 賞 教室 の 希 望 が十 数 人い た の で 、最 小 限 の人 数 で 募 集し た が、

予 想 を か なり 上 回り 多 数 の 応募 を 頂い た 。  

１ 回 目 は 、は じ めに 歌 舞 伎 の舞 台 や歴 史 に つ いて 説 明が あ り 、歌舞 伎 の読

み 方 を ク イ ズ 形 式 で 行 い 、 楽 し く 読 み 方 を 覚 え る こ と が で き た 。 ２ 回 目 は 、

Ｄ Ｖ Ｄ に 不備 が あり 、次 回 の予 習 があ ま り で き な か っ た が 、歌 舞 伎 の 後 見 ・

黒 衣 の 役 割 な ど 詳 し く 説 明 が あ り 裏 方 の 動 き ひ と つ で 見 方 が 変 わ っ て し ま

う の だ と 感 心 し た 。 ３ 回 目 の 鑑 賞 教 室 は 、 歌 舞 伎 の 見 方 （ 解 説 ） か ら 入 り 、

休 憩 を は さみ 歌 舞伎 を 鑑 賞 し た 。２階席 だ っ た ので あ まり 臨 場 感 は湧 か なか

っ た が ３ ５分 と ４０ 分 の 物 語だ っ たの で 、 初 心者 に は良 か っ た と思 う 。  
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＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

美術館に親しむ２日間  

＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

〈 畑 中 公 民 館 〉  

〇 開 設 の 趣 旨   近 代 美 術 を 中 心 に 歴 史 を 交 え 、 絵 画 を 楽 し む コ ツ を 紹 介

す る 。  

〇 期 間  令 和２ 年 ２月 １ ３ 日 ・２ ０ 日の 木 曜 日 （計 ２ 回）  

〇 時 間  午 前１ ０ 時～ 正 午  （計 ４ 時間 ）  

〇 対 象 ・ 定 員  市 内 在 住 又は 在 勤 の 方・ ２ ５ 人  

〇 参 加 者  １ ２ 人  参加 延 べ 人 数  ２ ０人  

○ 参 加 費  ２ ００ 円 （観 覧 料 ）  

〇 講 師  埼 玉県 立 近代 美 術 館  喜 多  春 月  

〇 事 業 内 容 

回  月  日  内  容  場  所  

１  ２ 月 １ ３ 日（ 木 ） 
美 術 館 を 知ろ う ！  

～ 美 術 館 の歴 史 と役 割 ～  
畑 中 公 民 館  

２  ２ 月 ２ ０ 日（ 木 ） 
美 術 館 を 楽し も う！  

～ 見 る ・ 思う ・ 共有 す る ～  
埼 玉 県 立 近代 美 術館  

〇 ま と め   

  １ 回 目は 、絵の カ ー ド を使 い 、① 作 品 を よく 見 る② 感 じ た こと を 整理 す る

③ 他 者 と 共 有 す る ④ 他 者 の 視 点 を 知 る と い う 順 番 で 絵 を じ っ く り と 観 察 し

た 。 最 後 は ４ 人 の 班 で テ ー マ を 「 旅 」 と し て 物 語 を 作 成 し 発 表 し た 。「 どう

感 じ る か 」に 正 解は な い 。お互 い の意 見 を 尊 重す る こと が 大 切 であ る とい う

こ と だ 。  

２ 回 目 は 、近 代 美術 館 の 建 物の 設 立や 経 緯 な ど の 説 明が あ り 、メイ ン は美

術 館 サ ポ ータ ー が、コ レ ク シ ョン か らお 気 に 入 りの 作 品を ９ つ 展 示し て いる

そ の 中 か ら、１ つ選 ん で も らい 、その 作 品 に 関す る「投 げ か け 」を 、自分 な

り の 見 方 や感 想 など を 発 言 して も らう 講 義 だ った 。  

さ ま ざ ま な感 想 があ り 、他 者の 視 点を 知 る こ とも で き、作 品 へ の理 解 もさ

ら に 深 ま った の では な い か 。  
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＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊

おもてなし料理講座 

～ひと工夫で簡単、美味しい！クリスマスの料理～ 
＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

〈 畑 中 公 民 館 〉  

〇 開 設 の 趣 旨   クリ ス マス に 楽 し める 料 理を 作 る 。  

〇 期 間  令 和元 年 １２ 月 ６ 日 （金 曜 日 ）  

〇 時 間  午 前１ ０ 時 ～ 午 後 １ 時（ 計 ３ 時 間 ）   

〇 対 象 ・ 定 員  市 内 在 住 又は 在 勤 の 方・ １ ６人  

〇 参 加 者  １ ６人  

○ 保 育  ６ 人           

〇 参 加 費  １ ，２ ０ ０ 円 (実 習 材 料費 ) 

〇 講 師  管 理栄 養 士  鳴 嶋  廣美  

〇 事 業 内 容  ・ フラ イ パン パ エ リ ア・ 豆 のサ ラ ダ  

・ ポ テ ト サラ ダ テリ ー ヌ 風 ・人 参 のク ミ ン 炒 め  

・ 豆 腐 の ティ ラ ミス  

〇 ま と め 

  料 理 講座 は 人気 で ３ ０ 人ほ ど 申込 み が あ り、保 育希望 の ６ 人 以外 の １０ 人

を 抽 選 で 決め た 。最 終 的 に は、保 育あ り ５ 人 、保 育 なし １ １ 人 の計 １ ６人 と

な っ た 。前 日 に 講師が 準 備 の ため に 来館 し 、当日 は ８ 時半か ら 準 備 を開 始 し

た 。 レ シ ピは 講 師が 全 員 分 用意 し てき て く れ た。  

最 初 に ポ テ ト サ ラ ダ の テ リ ー ヌ 風 、 豆 の サ ラ ダ 、 人 参 の ク ミ ン 炒 め 作 り

を 講 師 が 調理 し て 、そ の 後 受 講者 は それ ぞ れ 各 班に 分 かれ て 実 践 した 。後半

は フ ラ イ パン パ エリ ア に 取 り組 ん だ 。豆 腐 の テ ィラ ミ スは 、講 師 がま と めて

作 り 、 盛 り付 け を 各 自 で 工 夫し て 作っ た 。  

   食 材や 調 味料 の 安 全 な選 び 方 や 調 理 の コツ な ども 教 え て もら っ た。保 育 の

幼 児 は 試 食 の 時 間 に 実 習 室 で 持 参 の 食 べ 物 や 作 っ た 料 理 を 取 り 分 け て 一 緒

に 食 事 し た。各班 に一 組 は 幼 児が 入 るよ う に グ ルー プ 分け を し た ので 、ど の

グ ル ー プ も幼 児 を迎 え て よ り和 や かな 雰 囲 気 だっ た 。  

今 回 の メ ニュ ー は比 較 的 手 間い ら ずで 見 栄 え もよ く 、家で も 必 ず 作り た い  

と い う 声 が多 く 聞か れ た 。  
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＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

紙バンドのテーブルバスケット作り 

～ちょっとおしゃれにテーブルを飾ってみませんか～  

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

〈 畑 中 公 民 館 〉  

〇 開 設 の 趣 旨   紙バ ン ドで テ ー ブ ルバ ス ケッ ト を 手 作り し て楽 し む 。  

〇 期 間  令 和元 年 ５月 ３ ０ 日 、６ 月 ６日 の 木 曜 日（ 計 ２回 ）  

〇 時 間  午 前１ ０ 時～ 正 午  （計 ４ 時間 ）  

〇 対 象 ・ 定 員  市 内 在 住 又は 在 勤 の 方・ ２ ０人  

〇 参 加 者  ２ ０人  参加 延 べ 人 数３ ９ 人  

○ 参 加 費  ８ ００ 円 （材 料 費 ）                   

○ 保    育  希 望無 し  

〇 講 師  ク ラフ ト バン ド 認 定 講師  奥村  ひ ろ 美  

〇 事 業 内 容   紙バ ン ドの テ ー ブ ルバ ス ケッ ト １ 個 を２ 日 間で 作 る 。  

〇 ま と め 

３ ２ 人 の 応 募 が あ っ た 人 気 講 座 で 、 抽 選 で ２ ０ 人 に し ぼ っ た 。 残 念 な が

ら 保 育 希 望者 は いな か っ た ので 、保 育サ ポ ー タ ーの 方 はキ ャ ン セ ルと な った 。 

材 料 費 支 払い の 際に ３ 色 の 色見 本 の中 か ら １ 色を 選 んで も ら い 、事前 に 講

師 に 色 ご との 人 数を 知 ら せ た。  

講 師 が ア シス タ ント を 連 れ てき て くれ た の で スム ー ズに 作 業 が でき た 。ア

シ ス タ ン トは １ 回目 １ 人 、２ 回目 ２人 だ っ た 。希望 者に は 材 料 を追 加 で分 け

た 。  

  作 品 作り は 順調 で １ 回 目で ８ 割方 出 来 上 がっ た ので 、２ 回 目の 前 半で「 バ

ラ の 花 飾 りピ ン チ」を 実 費 １ ００ 円 で作 製 し た 後、テ ーブル バ ス ケ ット を 完

成 さ せ た。時 間 的に余 裕 が あ り全 員 完成 で き 、仕 上 が りにも 皆 さ ん 大満 足 さ

れ て い た 。終 了 後、サ ー ク ル 化 の 希 望が あ り ６ 人で 発 足し た 。サ ーク ル 代表

決 め に か なり 手 間取 っ た が 、 サ ー クル 設 立 の 難し い とこ ろ だ と 思う 。  
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＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

女性のためのスキンケア・メイクアップ講座 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

〈 畑 中 公 民 館 〉  

〇 開 設 の 趣 旨   毎 日 の お 手 入 れ に 役 立 つ 肌 の 手 入 れ 法 や メ イ ク 術 を 学 ぶ 。 

〇 期 間  令 和元 年 １１ 月 １ ４ 日・ ２ １日 の 木 曜 日（ 計 ２回 ）  

〇 時 間  午 前１ ０ 時～ 正 午 （ 計４ 時 間）  

〇 対 象 ・ 定 員  市 内 在 住 又は 在 勤 の 方・ ２ ０人  

〇 参 加 者  １ ８人  参加 延 べ 人 数２ ７ 人                   

○ 保    育  ５ 人  延 べ６ 人  

〇 講 師  ポ ーラ  ザ  ビ ュ ー テ ィ  野 村  温 子  中嶋  美紀 子  

〇 事 業 内 容  

回  月  日  内  容  

１  １ １ 月 １ ４ 日（ 木 ） 
冬 に 向 か っ て の お 手 入 れ 法 、 簡 単 小 顔 マ ッ サ ー ジ を

体 験 す る 。  

２  １ １ 月 ２ １ 日（ 木 ） お 悩 み 解 決メ イ クを 体 験 す る。  

〇 ま と め 

日 頃 の お 肌の 手 入れ 法 や メ イク 術 など を 学 ぶ 女性 限 定の 講 座 で 、若 い 世代

の 参 加 を ねら い 保育 付 き に した が 、な か な か 応募 が 増え な か っ た 。な んと か

保 育 希 望 ５組 に なっ た が 、２ 日と も出 席 で き たの は １組 だ っ た 。小さ いお 子

さ ん な の で 、出 席が 確 実 で は な い こと が 多 い が 、保 育付 き 講 座 はで き る限 り

企 画 し て いき た い 。  

    内容 は 幅広 い 年 代 に対 応 した 基 礎 的 なお 手 入れ や メ イ ク術 で 、３０ 代 か ら

７ ０ 代 ま で年 代 にか か わ ら ず、終 了後の 受 講 者 の表 情 は明 る く 生 き生 き とし

て い た 。講師 の お 二人 が 明 快 で親 切 で質 問 に も 分か り 易く 答 え て 頂き 、要望

に も 十 分 応え て 頂い た 。  

初 日 は 緊 張し た 雰囲 気 だ っ たが 、マ ッサ ー ジ の 後の 蒸 しタ オ ル で 顔を 温 め

た こ ろ か ら気 分 が ほ ぐ れ て きた よ うだ っ た 。二 日 目は 、最 初 か ら 和や か な雰

囲 気 で は じ ま っ た 。 モ デ ル の 女 性 に メ イ ク し な が ら の 説 明 で わ か り や す く 、

手 持 ち の 道具 で でき る こ と を教 え てく れ た の も良 か った 。受 講 者 はみ る みる

素 敵 な 表 情に な って メ イ ク の力 を 実感 し た 。  

     「 参加 し てよ か っ た 。」と い う声 が 多 数 寄せ ら れ、  

来 年 度 は 、「夏 の お肌 の お 手 入れ 、 メイ ク 講 座 」を  

企 画 し た い。  

－ １ ８ － ⑯  



＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

中国の歴史を知ろう  

＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

〈 畑 中 公 民 館 〉  

〇 開 設 の 趣 旨   長崎 と 中国 人 と の 関わ り や中 華 世 界 の本 質 を学 ぶ 。  

〇 期 間  令 和元 年 １０ 月 ２ 日 ・９ 日 、 １ １ 月 ６ 日・ １ ３日 の 水 曜 日  

（ 計 ４ 回 ）  

〇 時 間  午 前１ ０ 時～ 正 午  （計 ８ 時間 ）  

〇 対 象 ・ 定 員  市 内 在 住 又は 在 勤 の 方・ ５ ０人  

〇 参 加 者  ３ ６人  参 加 延 べ 人 数１ １ ９ 人                   

〇 講 師  元 明治 学 院大 学 教 授  横 山  宏 章  

〇 事 業 内 容 

回  月  日  内   容  

１  １ ０ 月  ２日（ 水 ） 長 崎 に や っ て 来 た

中 国 人  

長 崎 の 唐 人屋 敷  

２  １ ０ 月  ９日（ 水 ） 長 崎 の チ ャイ ナ 情緒  

３  １ １ 月  ６日（ 水 ） 

中 華 世 界 の本 質  

漢 民 族 と 異民 族 の確 執  

４  １ １ 月 １ ３日（ 水 ） 賢 人 支 配 の体 質  

〇 ま と め 

  昨 年 度に 引 き続 き ２ 回 目の 講 座開 催 と な った 。今年度 は 全 ４ 回の 講 座を ２

回 ず つ に 分け て １０ 月 と １ １月 に 実施 し た 。 募集 は 一括 し て 行 った 。  

  １ ０ 月 は 講 師 が 現 地 で 研 究 さ れ て き た 幕 末 期 の 長 崎 の 様 子 を い き い き と

そ の 頃 の 様子 が 思い 浮 か ぶ よう に 講義 さ れ 、資 料 に 基づい た 詳 し い情 報 に引

き 込 ま れ て、 熱 心に 聞 き 入 って い る受 講 者 が 多か っ た。  

  １ １ 月は「 中華 世 界 の 本質 」とい う こ と で現 代 の中 国 に つ なが る 政治 的 背

景 に つ い て 分 か り や す い 講 義 で あ っ た 。 中 国 で 研 究 さ れ て き た 講 師 の 話 は 、

詳 し く 説 得力 に 満ち た も の だっ た 。  

  ４ 回 目の 資 料は 、使 用 する パ ワー ポ イ ン ト を 印 刷し た が 、とて も わか り や

す い と 好 評だ っ た。ス ク リ ーン で の映 像 は 見 にく い こと が 多 い ので 、今後 も

配 慮 し て いき た い。 来 年 度 、引 き 続き 講 座 を 開催 す るこ と に な った 。  

 

 

 

－ １ ８ － ⑰  



＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊

親子料理教室 

～賢く元気になる、おやつ作り～ 
＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

〈 畑 中 公 民 館 〉  

〇 開 設 の 趣 旨   調 理 を 親 子 で 体 験 し 、 手 作 り の 楽 し さ 、 大 切 さ を 学 ぶ と

と も に 公 民館 実 習室 の 活 用 を図 る 。  

〇 期 間  令 和元 年 ７月 ２ ７ 日 （土 ）  

〇 時 間  午 前１ ０ 時 ３ ０ 分 ～ 午後 １ 時（ 計 ２ ． ５時 間 ）   

〇 対 象 ・ 定 員  市 内 在 住 の小 学 生 の 親子 ・ ８組 １ ６ 人 （１ 家 族２ 人 ）            

〇 参 加 者  ７ 組１ ４ 人   

〇 参 加 費  １ 組１ ， ６ ０ ０ 円 （ 実習 材 料費 ）  

〇 講 師  管 理栄 養 士  鳴 嶋  廣美  

〇 事 業 内 容  ・ ジャ ム ＤＥ グ ミ ・ 簡単 冷 やす だ け 豆 乳プ リ ン  

・ じ ゃ が いも 入 りポ ン デ ケ ージ ョ  

・ と う も ろこ し とチ ー ズ の おに ぎ り  

〇 ま と め 

  夏 休 みに 恒 例と な っ て いる 人 気の 親 子 料 理教 室 なの で 、今年 も 申 込み多 数

か と 思 っ てい た が、な か な か申 込 みが 増 え ず 、結 局 ７組 １ ４ 人 だっ た 。そ の

う ち ２ 組 は家 族 で、 母 と 娘 、父 と 息子 と 家 族 ４人 で の参 加 だ っ た。  

  １ 品 ずつ 、デモン ス ト レ ーシ ョ ンの 後 に 実 習と い う形 で す す めた の で わ か

り や す く、子 ど もたち も 積 極 的に 取 り組 ん で い た。お にぎり は ま と めて 講 師

が 炊 き 、 握る の は個 々 で 行 った 。  

  味 噌 汁 と 麦 茶 等 の 飲 み 物 を 講 師 が 用 意 し て く れ た の で 量 的 に も た っ ぷ り

で ラ ン チ とし て 十分 だ っ た 。  

  塩 や 砂糖 な どの 調 味 料 やジ ャ ムや 豆 乳 な どの 食 材に も 、体に 良 い ものを 使

い 、か つ手 軽 に できて 楽 し め るメ ニ ュー で 、この 夏 休 みの食 生 活 に 大い に 役

立 つ 体 験 とな っ たの で は な いか と 思う 。  
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＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

人権学習 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

〈 畑 中 公 民 館 〉  

〇 開 設 の 趣 旨   日常 生 活に お け る 差別 や 偏見 に つ い て考 え 、意識 を 持 っ て

い く こ と を目 的 とす る 。  

〇 期 間  令 和元 年 １１ 月 １ ６ 日（ 土 ）   

〇 時 間  午 前１ ０ 時３ ０ 分 ～ １１ 時 （計 ３ ０ 分 ）   

〇 対 象 ・ 定 員   公 民 館 サ ーク ル の 代 表・ ５ ０人  

〇 参 加 者  ３ ４ 人  

〇 事 業 内 容   利用 者 懇談 会 の 中 で 、ビデ オ視 聴 に よ り人 権 問題 に つ い て

学 ぶ 。  

〇 ま と め 

  利 用 者 懇談 会 の会 議 終 了 後に 毎 年 実 施 し て いる も ので 、今 年 度 は 、ＤＶ Ｄ

「 ｉ ｍ ａ ｇｉ ｎ ａｔ ｉ ｏ ｎ ～ 想 う つな が る 一 歩ふ み だす ～ 」 を 視聴 し た。  

あ る 小 さ な Ｆ Ｍ ラ ジ オ 番 組 の オ ン エ ア か ら ３ つ の エ ピ ソ ー ド の 物 語 が は じ

ま る 。１ つ目 は「 子 ど も の 人権 ― いじ め 問 題 ― 」、２ つ目 は「 同 和問 題 」、３

つ 目 は「 障が い 者の 人 権 ― 発達 障 害― 」を ド ラマ と 解説 者 で 織 りな す 、心 温

ま る ワ ン ナイ ト スト ー リ ー であ る 。  

「 人 権 」を自 分 の問 題 と し て、ま た 、日 常 の 問 題と し て考 え る よ い機 会 とな

っ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ １ ８ － ⑲  



＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊

フルートと歌のニューイヤーコンサート！！  

～ピアノを添えて～  

＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

〈 畑 中 公 民 館 〉  

〇 開 設 の 趣 旨   新 春 の 時 期 に コ ン サ ー ト を 開 催 し 、 地 域 の 皆 さ ん に 楽 し

ん で も ら う。  

〇 期 間  令 和２ 年 １月 １ ９ 日 （日 ) 

〇 時 間  開 場午 後 １時 ３ ０ 分  開 演 ２時  終 演 ３時 ４ ５分  

（ 計 １ 時 間 ４ ５ 分）  

〇 対 象 ・ 定 員  市 内 在 住 又は 在 勤 の 方・ １ ００ 人  

〇 参 加 者  ８ ２ 人  

〇 演 奏 者  フ ルー ト 奏者  池 田  里 奈  シ ャ ン ソ ン歌 手  大 輔  

ピ ア ニ ス ト  滝 野  郁 瑛  

〇 事 業 内 容  ク ラシ ッ クか ら シ ャ ンソ ン まで の 名 曲  （ 休 憩１ ５ 分 ）  

月  日  第 一 部  第 二 部  

１ 月 １ ９ 日

（ 日 ）  

 

・ パ リ の 空の 下  

・ 枯 葉  

・ ガ ラ ス の部 屋  

・「 ア ル ル の女 」より メ ヌ エ ット  

・ チ ャ ル ダッ シ ュ  

・ 舟 歌  

・ 愛 燦 々  

・ い の ち の歌  

・ 春 の 海  

・ 夢 見 る シャ ン ソン 人 形  

・ サ ン ト ワマ ミ ー  

・ 雪 が 降 る  

・ イ パ ネ マの 娘  

・ 情 熱 大 陸  

・ 糸  

・ リ ベ ル タン ゴ  

〇 ま と め 

参 加 申 込 みは 、昨年 と 同 じ くら い だっ た が 、当 日 申込み ６ 人 、欠 席 ３人で

最 終 的 に 参加 者 は８ ２ 人 だ った 。  

曲 目 は 年 代（ ５ ０～ ７ ０ 代）に あ った 選 曲 を 依頼 し たと こ ろ 、馴 染 み のあ

る 名 曲 ば かり で 一緒 に 口 ず さむ 方 もた く さ ん 見受 け られ た 。シ ャ ンソ ン 、ク

ラ シ ッ ク 、演 歌な どバ リ エ ー ショ ン 豊か で 観 客 を飽 き させ る こ と なく 時 間は

過 ぎ て い った 。花 束贈 呈 は 公 民館 を よく 利 用 し てい た だい て い る 方と 前 列に

座 っ て い た方 に お願 い し た 。  

す ご く 良 かっ た とい う 声 を たく さ んい た  

だ い た の で企 画 して 良 か っ たと 思 う。  
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＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊

シニア向けタブレット入門講座  

＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

〈 畑 中 公 民 館 〉  

〇 開 設 の 趣 旨   高齢 者 を対 象 に タ ブレ ッ トの 基 本 操 作 を 学 ぶ。  

〇 期 間  令 和元 年 ９月 ２ ０ 日 （金 )   

〇 時 間  午 前１ ０ 時～ 正 午  （計 ２ 時間 ）   

〇 対 象 ・ 定 員  市 内 在 住 又は 在 勤 の ６０ 才 以上 の 方 ・ ２０ 人            

〇 参 加 者  １ ６ 人    

〇 講 師  Ｋ ＤＤ Ｉ ケー タ イ 教 室認 定 講師   

〇 事 業 内 容   タ ブ レ ッ ト に つ い て の 基 本 操 作 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 、 ア プ

リ の 活 用 方法 及 び安 全 対 策 につ い て学 ぶ 。  

〇 ま と め 

Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 株式 会 社が 社 会 貢 献活 動 とし て 行 っ てい る シニ ア 向 け 安心・安全

講 座 か ら 講師 を 派遣 し て も らい 実 施し た 。本 来な ら ば、講 師 と ア シス タ ント

の ２ 人 で 対応 し ても ら え る はず だ った が 、ア シス タ ントの 方 が 千 葉の 台 風災

害 の 関 係 でボ ラ ンテ ィ ア に 行 く こ と に な り 、 講 師 の み で 行 う こ と に な っ た 。 

  講 座 がス ム ーズ に 進 行 する か 心配 さ れ た が、職 員も手 伝 っ て 混乱 も なく 無

事 終 了 す るこ と がで き た 。  

  参 加 者の 中 で、タ ブ レ ット を 持っ て い る 人は あ まり い な い よう で 、多 数 の  

 方 が 初 めて 操 作し た よ う だ っ た が、ス マ ー ト フォ ン を持 っ て い る方 は 半数 く  

ら い い た ので 、 戸惑 う 方 は 少な か った 。  

  ア ン ケ ート に よる と 、受 講の 動 機 で ｢購 入 検 討・予 定 のた め 」は ５人 だ っ た。

今 回 の 講 座で タ ブレ ッ ト が 身近 に なっ た の で はな い かと 思 う 。  
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＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊

歴史街歩き 

～芝公園・愛宕山の史跡をめぐる～  

＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

〈 畑 中 公 民 館 〉  

○ 開 設 の 趣 旨   高齢 者 を対 象 に 館 外で 史 跡等 、 解 説 を受 け なが ら 見 学 す  

る 。  

○ 期 間  令 和元 年 １２ 月 １ １ 日（ 水 ）  

○ 時 間  午 前８ 時 ３０ 分 ～ 午 後４ 時 （計 ７ ． ５ 時間 ）  

○ 対 象 ・ 定 員  市 内 在 住 又は 在 勤 の ５５ 才 以上 の 方 ・ ２５ 人            

○ 参 加 者  ２ ５人  

○ 参 加 費  ２ ，８ ０ ０ 円 （ 高 速 道路 代 等）  

○ 講 師  学 習院 大 学講 師  林  東 洋  

○ 事 業 内 容   公 民 館 か ら 六 本 木 ま で バ ス で 行 き 、 そ こ か ら 徒 歩 で ゆ か

り の 地 を 巡る 館 外学 習 。  

〇 ま と め  

 市 の 委 託バ ス で現 地 ま で 行き 、そ こか ら 徒 歩 で① 増 上寺 ② 芝 東 照宮 ③ 芝大

神 宮 ④ Ｎ ＨＫ 放 送博 物 館 ⑤ 愛宕 神 社 を 散 策 し た。  

誰 も 遅 れ るこ と なく タ イ ム スケ ジ ュー ル ど お り回 る こと が で き た 。愛 宕 神

社 で は 出 世の 石 段と 言 わ れ る急 な 階段 を 希 望 者８ 人 が 上 り き っ た 。解 説 も分

か り や す く、 受 講生 は 熱 心 に 耳 を 傾け て い た 。  

バ ス を 利 用し た 単 独 の 館 外 学習 は 今回 ２ 回 目 だ が 、昨 年大 変 応 募 が多 か っ  

た め 、 今 年は 多 数の 場 合 は 抽選 と した 。 受 付 期間 を 一 週 間 設 定 し た と こ ろ 、 

４ ３ 人 の 応募 が あっ た 。今 回 は キ ャ ンセ ル が 多 くあ り 、キャ ン セ ル 待ち を 繰  

り 上 げ た が足 り なか っ た た め 、応 募 順に ２ 人 を 追加 し た 。来 年 度 も 多数 の 場  

合 は 抽 選 とす る が、 キ ャ ン セル 待 ちを 多 く 確 保し て お く こ と を 検 討 し た い 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ １ ８ － ㉒  


